
  

先週の２５日(土)はたくさんのご来賓、保護

者の皆様においでいただき、海老根フェスティ

バルが行われました。当日は天気予報が外れて

朝からあいにくの雨

模様となり肌寒い日

となりました。 

フェスティバルは、

実行委員の青山結人

君と今泉颯太君の「は

じめの言葉」でスタートしました。来賓紹介の

後は、いよいよ子どもたちの発表です。まず最

初は、全校生が「海老根和紙漉きの話」を披露

しました。半纏をまとい座布団の上に座った子

どもたちが、順番に語り始めます。マイクを使

わなかったので、少し聞こえにくかったという

声もありましたが、一つ一つの言葉を大切にし

て、練習通り語りを行うことができました。 

次は４・５年生の発表「海老根に伝えたい！

ＳＤＧｓのこと」でし

た。自分の体験や今ま

での学習を振り返っ

て、ＳＤＧｓの大切さ

を伝えました。クイズ

も出され、会場の皆様

にも考えていただけるように工夫しました。子

どもたちは触れませんでしたが、実は、子ども

たちが取り組んでいる和紙作りもＳＤＧｓに

なっています。知らず知らずにＳＤＧｓに取り

組んでいたのですね。 

６年生の発表は、「注文の多い小学校～海老根

思い出軒」でした。小学校の思い出を劇にして

発表しました。運動会の「エビコレ」～あなた

もスーパーモデル、いわき海浜自然の家での宿

泊学習、全校生で行った校外学習、それぞれの

体験を自分の言葉で相

手を意識しながらよく

伝わるように、工夫し

て発表することが出き

ました。どのシーンも

自分たちが感動したこ 

と、驚いたこと、楽し
かったことがよく伝わ
りました。 
全校合唱では「ビリ

ーブ」を披露しました。
毎朝、校舎に響き渡る
子どもたちの歌声が、

当日も体育館に響き渡りました。また、歌詞を
手話で表現する部分も含まれていて、とても良

い発表だと思いました。実は、今年の１１月に
日本で初めてデフリンピックが開催されると
のことです。ぜひご家
庭でも話題にしてい
ただければ幸いです。 
最後の実行委員の

あいさつで海老根フ
ェスティバルのすべ
てが終了しました。実
行委員の皆さん、今までご苦労様でした。１０
人の児童の皆さん、皆さんの精一杯の演技は、

来賓・保護者の皆様に十分に伝わりましたね。
ご多用の中、ご来校いただいた皆様温かい拍手
をありがとうございました。これからも海老根
小学校をよろしくお願いいたします 

海 老 根 フ
ェスティバ
ルに引き続

き、ＰＴＡ親子活動が図工室で行われました。
今年も、ものづくりマイスターを講師にお招き
し、実施されました。今年は、親子で「組子コ
ースターづくり」に取り組みました。講師の先

生は、市内で建具屋さ

んを営む、遠藤勝徳さ
んと善方恵一さんで
す。 
子どもたちにとっ

て、初めての体験のカ
ンナかけは、先生の手を借りながらもなんとで
きました。続いて行われたコースターづくり
は、親子で協力しなが
ら全員が作り上げまし
た。親子で話し合った
り協力し合ったりする

機会は、とても大切だ
と実感しました。 

ＰＴＡ親子活動 
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